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研究成果概要 
高エネルギーガンマ線による宇宙の研究は、現在稼働中のチェレンコフ望遠鏡により、多種・多様な高

エネルギーガンマ線源が銀河系内外に観測され、宇宙線の起源、宇宙での非熱的過程、活動銀河の相対

論的ジェット、銀河間空間を満たす赤外・可視領域背景放射等の問題が解き明かされつつある。この分

野をさらに飛躍的に発展させ、かつ宇宙での高エネルギー現象に関する極めて重要な問題に明確な答え

をだすために国際宇宙ガンマ線天文台 CTA（チェレンコフテレスコープアレイ計画）の準備研究が国際

共同で進められている。 

CTA-Japan(日本グループ)は、大口径望遠鏡用カメラ、読み出し回路、分割鏡の技術、試作、プロトタイ

プの試験で、他のグループを圧倒的にリードしている。これら準備研究、プロトタイピングにおける貢

献は、直接的に建設期における役割分担となる。本研究は、CTA-Japanによる準備研究を推進するもの

であり、日本グループが国際共同研究 CTA の中でそのプレゼンス・ビジビリティーを示すうえで極め

て重要であり、緊急である。 

１) CTA-LST 分割鏡の較正、品質管理 

2m2分割鏡はCold Slump 方式で行う。60mm 厚アルミハニカムを3mm ガラスシート２枚ではさみエポキ

シ系の接着剤によりモールド上で固定する。量産されるミラーを較正し、その品質を管理するための 

PMD (Phase Measurement Deflectometry) 装置を構築した。 分割鏡の測定・較正において、10μm以下の

精度で表面精度、50mm 以下の精度で焦点距離を測定できるように装置改良がすすめられた。 

２）ミラーの能動的制御(AMC)の開発 

大口径望遠鏡構造は主要な部分はCFRPによるスペースフレーム構造で設計されており、総重量100トン

と軽量に設計されている。しかし、ミラーサポート構造が天頂角に依存して変形し、およそ0.05度(1ミ

リラジアン)程度の変形を持つ。このたわみを補正するために、各鏡に取付けられたCMOS Cameraによ

り、光軸赤外レーザーの方向を常時モニターし、アクチュエーターにより補正を行なうActive 

MirrorControl (AMC) の開発をすすめた。400ユニットのアクチュエーターの量産と、制御ソフトウエア

ーの開発が進行中である。 

3) スローコントロールボード(SCB Ver2), 超高速プリアンプ(Pre-amp ver2) の量産が進行中である。スロ

ーコントロールボードは、各クラスターに１枚内臓され、PMT 7ch 分の HV 制御、モニター、アノード

電流の読み出し、温度、湿度のモニター、読み出し回路較正のためのテストパルス生成をおこなう。プ

リアンプは、Super-base 構造を採用した、超高速トランスインピーダンスアンプ（ASIC Chip）を新たに

採用し、さらなる Low Noise 化、Low Power 化をはかる。現在量産中である。 

4) CTA-LST PMTクラスターの開発、較正、品質管理 

PMT クラスターは７本の光電子増倍管モジュール、高圧回路、7ch 読み出し回路、トリガー、スローコ

ントロールからなるカメラの基本構成要素である。光電子増倍管モジュール、読み出し回路はそれぞれ、

窪代表の共同利用研究で申請されている。H25年度、最終デザインを決定した。 
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